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Ⅰ. 2016年度 第2四半期(中間)決算の概要



42016年度第2四半期(7－9⽉)の概況

2015年7-9⽉ 2016年7-9⽉ 前年同期⽐

増減 増減率

連結売上⾼ 4,463 4,068 ▲395 ▲8.9%

セグメント利益 488 352 ▲135 ▲27.8%

その他の営業収益（▲費⽤） 5 ▲8 ▲14 -

営業利益 493 343 ▲149 ▲30.4%

売上⾼営業利益率 11.0％ 8.4％ ▲2.6ﾎﾟｲﾝﾄ -

その他の収益 （▲費⽤） ▲23 ▲4 +19 -

税引前純利益 469 338 ▲130 ▲27.8%

純利益＊ 325 219 ▲106 ▲32.7%

＊⽶国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適⽤による 「当社株主に帰属する四半期純利益」

¥122.6/USD
¥136.2/EUR
¥19.5/RMB

¥102.9/USD
¥114.6/EUR
¥15.4/RMB⾦額単位：億円

・連結売上⾼は前年同期⽐▲8.9％減収の4,068億円。
・営業利益は前年同期⽐▲30.4％減益の343億円。売上⾼営業利益率は同▲2.6ポイント減の8.4％。
・純利益は前年同期⽐▲32.7％減益の219億円。



52016年度第2四半期(7－9⽉)の各セグメント売上⾼と利益

・建設機械・⾞両部⾨の売上⾼は、▲7.1％減収の3,534億円。セグメント利益は▲23.4％減益の312億円。
セグメント利益率も▲1.9ポイント悪化し、8.8％。

・リテールファイナンス部⾨の売上⾼は、▲14.0％減収の116億円。セグメント利益は▲38.2％減益の23億円。
・産業機械他部⾨の売上⾼は、▲21.1％減収の442億円。セグメント利益は▲44.9％減益の23億円。

2015年7-9⽉ 2016年7-9⽉
前年同期⽐

増減 増減率

売上⾼ 4,463 4,068 ▲395 ▲8.9%
建設機械・⾞両
リテールファイナンス
産業機械他

(3,780) 3,805
(127) 135
(555) 560  

(3,518) 3,534
(109)    116
(440)    442  

(▲261)▲270
(▲18) ▲18

(▲115)▲118

(▲6.9%) ▲7.1%
(▲14.2%) ▲14.0%
(▲20.8%) ▲21.1%

消去 ▲36 ▲24 +12 -

セグメント利益 488 352 ▲135 ▲27.8%

建設機械・⾞両
リテールファイナンス
産業機械他

407
37
42

312
23
23

▲95
▲14
▲19

▲23.4%
▲38.2%
▲44.9%

消去または全社 ▲0 ▲6 ▲6 -

% ：利益率 ( )：外部顧客向け売上⾼

8.8% 
20.1% 

8.7%
10.7%
28.0%

10.9%

⾦額単位：億円

7.6% 5.3% 

各セグメントの状況：
■ 建設機械・⾞両

北⽶・欧州において⼀般建機の需要を着実に取り込んだものの、円⾼の影響等により、前年同期⽐で減収減益。尚、為
替影響を除いたベースでは増収。

■ リテールファイナンス【2016年度からリテールファイナンスを事業セグメントとして独⽴】
円⾼の影響と中国およびオセアニア等での資産減少の影響もあり、前年同期⽐で減収減益。

■ 産業機械他
⾃動⾞業界向けの鍛圧機械および⼯作機械の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外(※)の影響により、前年同期⽐で

減収減益。
(※)2016年4⽉28⽇に発⾏済株式総数の85%に相当する株式を⽇成ビルド⼯業株式会社に譲渡完了(2016年4⽉28⽇ニュースリリース)
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＜建設機械・⾞両＞
2016年度第2四半期(7－9⽉)の地域別売上⾼（外部顧客向け）

⽇本 ⽇本

北⽶ 北⽶

欧州 欧州

中南⽶ 中南⽶

CIS
CIS

中国 中国

アジア アジア

ｵｾｱﾆｱ
ｵｾｱﾆｱ

中近東
中近東

アフリカ
アフリカ

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

FY15/7-9⽉ FY16/7-9⽉

（⾦額単位：億円）

伝
統
市
場
52
%

戦
略
市
場
47
%

伝
統
市
場
53
%

3,780
3,518

▲22

(▲2.9%)

▲261

(▲6.9%)

▲31

(▲3.8%)
▲32

(▲10.0%) ▲62

(▲13.4%)

▲68

(▲48.8%)

▲53

(▲26.5%)

▲23

(▲4.8%)

+29

(+24.9%)

▲39

(▲14.1%)

+42

(+32.7%)

(億円) ⽇本 北⽶ 欧州 中南⽶ CIS 中国 アジア オセアニア 中近東 アフリカ 合計

FY15/
7-9⽉ 800 829 327 483 117 131 465 281 140 203 3,780

FY16/
7-9⽉ 777 798 295 460 147 173 403 241 71 149 3,518

前
年
⽐

・外部顧客向け売上⾼は前年同期⽐▲6.9％減収の3,518億円。
・CISと中国を除く地域で、売上が減少。中近東・アフリカ等の戦略市場における減少が⼤きく、伝統市場の⽐率が

53％に増加。但し、為替影響を除くベースでは堅調の地域が多い。

プラス
マイナス

FY15/
7-9⽉
3,780

FY16/
7-9⽉
3,518

21%

22%

9%

13%

3%

4%

12%

7%

4%

5%

戦
略
市
場
48
%

22%

23%

8%

13%

5%

4%

12%

7%

2%

4%

伝統市場 戦略市場

※ 為替影響を除くとプラスの地域

※ ※ ※ ※ ※



7四半期毎の売上⾼と営業利益の推移

-29 -25 -21 -32 -119 -89 -144 -193 -102 -52 -62 -45 -48 -36 -65 -61 -25 -24 

4,297 4,093 3,684 
4,719 4,119 4,073 4,175 

4,962 
4,118 4,167 4,338 4,673 

3,923 3,805 4,174 4,116 3,451 3,534 

147 123 159 
229 

152 117 129 
136 

138 135 
134 131 

118 116 

430 541
534

656
403 592 453

642

433 590 535
656

447 560
536 657

347 442

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q FY16/1Q 2Q

産業機械他
リテールファイナンス
建設機械・⾞両
消去

557 555
392

611
524 565 566

748
634 621

562 601 497 493 556 539

297 343

11.9% 12.1%

9.3%
11.4% 11.5% 12.0% 12.2%

13.3% 13.8%
12.9%

11.4% 11.1% 11.1% 11.0% 11.6% 11.1%

7.7% 8.4%

0

200

400

600
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1,000

1,200

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q FY16/1Q 2Q

営業利益
売上⾼営業利益率

連結売上⾼ (FY12〜)

（億円）
営業利益 (FY12〜)

4,551
4,699

¥/USD

¥/EUR

¥/RMB

16/1Q 16/2Q

109.8 102.9

124.3 114.6

16.9 15.4

13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

97.3 98.6 99.7 102.7

126.4 129.9 135.1 139.9

15.8 16.1 16.3 16.9

4,643

5,641

為替
レート

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q

121.3 122.6 121.2 118.0

133.0 136.2 132.3 128.0

19.6 19.5 19.0 17.9

4,602

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q

102.5 102.8 114.1 119.2

140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

4,823 4,940
5,420

4,461 4,463 4,780

（億円）

4,844
3,892 4,068

5,344

4,197
4,6094,699

12/1Q 12/2Q 12/3Q 12/4Q

80.6 78.7 80.1 90.7

104.6 98.3 103.5 120.1

12.8 12.4 12.8 14.6



82016年度上期(4－9⽉)の概況

2015年上期 2016年上期 前年同期⽐

増減 増減率

連結売上⾼ 8,924 7,961 ▲963 ▲10.8%

セグメント利益 984 642 ▲341 ▲34.7%

その他の営業収益（▲費⽤） 6 ▲1 ▲7 -

営業利益 990 641 ▲348 ▲35.2%

売上⾼営業利益率 11.1％ 8.1％ ▲3.0ﾎﾟｲﾝﾄ -

その他の収益 （▲費⽤） ▲11 ▲60 ▲48 -

税引前純利益 978 580 ▲397 ▲40.6%

純利益＊ 650 375 ▲275 ▲42.4%

＊⽶国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適⽤による 「当社株主に帰属する四半期純利益」

¥121.9/USD
¥134.6/EUR
¥19.5/RMB

¥106.3/USD
¥119.5/EUR
¥16.1/RMB⾦額単位：億円

・連結売上⾼は前年同期⽐▲10.8％減収の7,961億円。
・営業利益は前年同期⽐▲35.2％減益の641億円。売上⾼営業利益率は同▲3.0ポイント減の8.1％。
・純利益は前年同期⽐▲42.4％減益の375億円。

１株当たり配当⾦（円） 29円 29円 ±0円



92016年度上期(4－9⽉)の各セグメント売上⾼と利益

・建設機械・⾞両部⾨の売上⾼は、▲9.6％減収の6,986億円。セグメント利益は▲30.8％減益の576億円。
セグメント利益率も▲2.6ポイント悪化し、8.2％。

・リテールファイナンス部⾨の売上⾼は、▲14.1％減収の234億円。セグメント利益は▲44.1％減益の42億円。
・産業機械他部⾨の売上⾼は、▲21.6％減収の790億円。セグメント利益は▲46.1％減益の40億円。

2015年上期 2016年上期
前年同期⽐

増減 増減率

売上⾼ 8,924 7,961 ▲963 ▲10.8%

建設機械・⾞両
リテールファイナンス
産業機械他

(7,670) 7,728
(258)    273
(996) 1,007  

(6,952) 6,986
(222)    234
(785)    790  

(▲717) ▲742
(▲35) ▲38

(▲211) ▲217

(▲9.3%) ▲9.6%
(▲13.8%) ▲14.1%
(▲21.2%) ▲21.6%

消去 ▲84 ▲50 +34 -

セグメント利益 984 642 ▲341 ▲34.7%

建設機械・⾞両
リテールファイナンス
産業機械他

832
75
75

576
42
40

▲256
▲33
▲34

▲30.8%
▲44.1%
▲46.1%

消去または全社 1 ▲16 ▲17 -

% ：利益率 ( )：外部顧客向け売上⾼

8.2% 
18.0% 

8.1%
10.8%
27.6%

11.0%

⾦額単位：億円

7.5% 5.1% 

各セグメントの状況：
■ 建設機械・⾞両

⼀部の戦略市場で低迷した⼀⽅、CIS・中国に加え、北⽶・欧州において⼀般建機の需要を着実に取り込んだが、円⾼
の影響もあり、前年同期⽐で減収減益。尚、為替影響を除いたベースでは増収。

■ リテールファイナンス【2016年度からリテールファイナンスを事業セグメントとして独⽴】
円⾼の影響と中国およびオセアニア等での資産減少の影響もあり、前年同期⽐で減収減益。

■ 産業機械他
⾃動⾞業界向けの鍛圧機械および⼯作機械の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外(※)の影響により、前年同期⽐で

減収減益。
(※)2016年4⽉28⽇に発⾏済株式総数の85%に相当する株式を⽇成ビルド⼯業株式会社に譲渡完了(2016年4⽉28⽇ニュースリリース)
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＜建設機械・⾞両＞
2016年度上期(4－9⽉)の地域別売上⾼（外部顧客向け）

⽇本 ⽇本

北⽶ 北⽶

欧州 欧州

中南⽶ 中南⽶

CIS
CIS

中国
中国

アジア アジア

ｵｾｱﾆｱ

ｵｾｱﾆｱ

中近東

中近東

アフリカ

アフリカ

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

FY15/上期 FY16/上期

（⾦額単位：億円）

伝
統
市
場
49
%

戦
略
市
場
48
%

伝
統
市
場
52
%

7,670

6,952
▲101

(▲6.9%)
▲717

(▲9.3%)

▲33

(▲2.1%)▲49

(▲7.1%)

▲185

(▲18.7%)

▲149

(▲47.7%)

▲137

(▲31.1%)

▲117

(▲11.0%)

+69

(+29.9%)

▲55

(▲10.4%)

+43

(+13.8%)

(億円) ⽇本 北⽶ 欧州 中南⽶ CIS 中国 アジア オセアニア 中近東 アフリカ 合計

FY15/
上期 1,475 1,588 703 1,067 233 317 991 538 313 441 7,670

FY16/
上期 1,373 1,555 653 950 303 361 805 482 163 304 6,952

前
年
⽐

・外部顧客向け売上⾼は前年同期⽐▲9.3％減収の6,952億円。
・CISと中国を除く地域で、売上⾼が減少。アジア・中近東等の戦略市場における減少が⼤きく、伝統市場の⽐率が

52％に増加。但し、為替影響を除くベースでは堅調な地域が多い。

プラス
マイナス

FY15/
上期

7,670

FY16/
上期

6,952

19%

21%

9%

14%

3%

4%

13%

7%

4%

6%

戦
略
市
場
51
%

20%

22%

10%

14%

4%

5%

12%

7%

2%

4%

伝統市場 戦略市場

※ 為替影響を除くとプラスの地域

※ ※ ※ ※ ※ ※
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7,728

6,986

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

FY15/上期 FY16/上期

プラス要因
マイナス要因

（億円）

▲742億円

販売
価格差

0

為替差
▲862

物量差他
+120

832

576

200

300

400

500

600

700

800

900

FY15/上期 FY16/上期

（億円）

8.2％10.8％

▲256億円

売上⾼セグメント利益率

販売
価格差

0
為替差
▲110

固定費差
+26

物量差･
構成差他
▲172

セグメント利益
2015年上期 vs. 2016年上期

売上⾼
2015年上期 vs. 2016年上期

プラス要因
マイナス要因

・円⾼の影響が⼤きく、売上⾼は前年同期⽐▲742億円の減収。セグメント利益も、同▲256億円の減益。
・売上⾼セグメント利益率は前年同期⽐▲2.6ポイント悪化し8.2％。

＜建設機械・⾞両＞
2016年度上期(4－9⽉)の売上⾼とセグメント利益の増減要因

¥121.9/USD
¥134.6/EUR
¥19.5/RMB

¥106.3/USD
¥119.5/EUR
¥16.1/RMB

(※1)

(※2)

(※1) 新規連結の影響を含む (※2) 再⽣部品の在庫の評価減等
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⽇本 ⽇本
欧州 欧州
中国 中国

オセアニア オセアニア
その他

その他

北⽶
北⽶

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

¥112.7/USD
¥127.7/EUR
¥17.4/RMB

2016年3⽉末

（億円）

273 
234 

75 
42 

0

50

100

150

200

250

300

350

400
売上⾼
セグメント利益

・資産は中国・オセアニア等での落ち込みを北⽶で補うも、為替の影響により前年度末⽐で減少。
・売上は主に為替の影響により減少。利益は中国で引当⾦を追加計上したことなどに伴い、前年同期⽐で減少。

6,515

（億円）

5,900

¥121.9/USD
¥134.6/EUR
¥19.5/RMB

¥101.1/USD
¥113.4/EUR
¥15.1/RMB

¥106.3/USD
¥119.5/EUR
¥16.1/RMB

2016/3E 2016/9E 2016/3E⽐

借⼊⾦ 4,835 4,423 ▲412

ネットベースの借⼊⾦ 4,766 4,377 ▲389

ネットD/Eレシオ 3.40 3.53 +0.13ポイント

2016年9⽉末 FY2016/上期FY2015/上期

収益資産

＜リテールファイナンス＞2016年度上期(4－9⽉)の資産と収益
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売上⾼ セグメント利益

・⾃動⾞業界向けの鍛圧機械および⼯作機械の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外(※)の影響により、売上⾼は
前年同期⽐▲21.6％減収の790億円、セグメント利益率は5.1％。

＜産業機械他＞2016年度上期(4－9⽉)の売上⾼とセグメント利益

％％％1,024 1,007 
790 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

FY14/上期 FY15/上期 FY16/上期

（億円）

78 75
40

7.6 7.5 5.1 

0

5

10

0

20

40

60

80

100

120

FY14/上期 FY15/上期 FY16/上期

： 売上⾼セグメント利益率（億円） （％）

2014年
上期

2015年
上期

2016年
上期

前年同期⽐

増減 増減率

コマツ産機等(プレス事業合計) 254 282 227 ▲55 ▲19.5%

コマツＮＴＣ
[うち、ワイヤーソー]

365
[44]

364
[42]

246
[78]

▲118
[+36]

▲32.4%
[+85.0%]

ギガフォトン 131 165 159 ▲6 ▲3.9%

コマツハウス(※) 81 80 - ▲80 -

その他 190 113 156 +42 +37.4%

合 計 1,024 1,007 790 ▲217 ▲21.6%

⾦額単位：億円

売上⾼の内訳

(※) 2016年4⽉28⽇に発⾏済株式総数の85%に相当する株式を⽇成ビルド⼯業株式会社に譲渡完了(2016年4⽉28⽇ニュースリリース)

コマツハウス(※)



14連結貸借対照表

・ 総資産は、円⾼の影響及び受取⼿形・売掛⾦等の減少により、前年度末⽐で▲2,226億円の減少。
・ 株主資本⽐率は同+1.7ポイント増の59.7％。

（⾦額単位：億円） 2016年3⽉末 2016年9⽉末
増減

現⾦・預⾦（含む定期預⾦） [a] 1,084 890 ▲194
受取⼿形・売掛⾦（含む⻑期売上債権） 8,753 7,728 ▲1,024
棚卸資産 5,396 5,237 ▲158
有形固定資産 6,977 6,455 ▲522
その他資産 3,935 3,608 ▲327
資産合計 26,146 23,920 ▲2,226
⽀払⼿形・買掛⾦ 2,054 1,894 ▲160
借⼊⾦・社債 [b] 4,575 3,872 ▲703
その他負債 3,639 3,267 ▲371
負債合計 10,268 9,033 ▲1,235
（株主資本⽐率） (58.0%) (59.7%) （＋1.7ﾎﾟｲﾝﾄ）

株主資本 15,174 14,273 ▲900
⾮⽀配持分 703 613 ▲90
負債及び純資産合計 26,146 23,920 ▲2,226

ﾈｯﾄﾍﾞｰｽの借⼊⾦・社債 [b-a] 3,490 2,981 ▲509

ﾈｯﾄＤ/Ｅﾚｼｵ 0.23 0.21

¥112.7/USD
¥127.7/EUR
¥17.4/RMB

¥101.1/USD
¥113.4/EUR
¥15.1/RMB
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Ⅱ. 2016年度の⾒通し
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2015年度 2016年度
(4⽉公表値)

前年⽐

増減 増減率

連結売上⾼ 18,549 16,850 ▲1,699 ▲9.2％

セグメント利益 2,020 1,550 ▲470 ▲23.3%

その他の営業収益(▲費⽤) 65 ▲50 ▲115 -

営業利益 2,085 1,500 ▲585 ▲28.1%

売上⾼営業利益率 11.2% 8.9% ▲2.3ﾎﾟｲﾝﾄ -

その他の収益(▲費⽤) ▲36 ▲50 ▲13 -

税引前純利益 2,048 1,450 ▲598 ▲29.2%

純利益＊ 1,374 920 ▲454 ▲33.1％

＊⽶国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適⽤による 「当社株主に帰属する当期純利益」

⾦額単位：億円

ROE 9.0% 6.2% ▲2.8ポイント

2016年度の業績⾒通し(概要)

¥105/USD
¥119/EUR
¥16.2/RMB

¥120.8/USD
¥132.4/EUR
¥19.0/RMB

１株当たり配当⾦(円) 58円 58円 ±0円

連結配当性向 39.8% 59.4%

・2016年度通期の売上⾼・利益の⾒通しは4⽉公表値を変更致しません。
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+16%
+13%

+15%

-20%-20%

+45%

+5%
-7%+3%

-9%

-14%

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

FY05FY06FY07FY08FY09FY10FY11FY12FY13FY14FY15FY16FY16

日本 北米 欧州

中国 その他 前年比

100

80

64

92

97

90

93

84

72

＜建設・鉱⼭機械＞主要7建機需要推移と⾒通し

（台数） （伸率）
主要7建機 年度別需要推移

指数 ：FY07=100

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐▲1％。
・中近東、アフリカ等で需要が減少したものの、中国やCIS等の堅調な地域もあり、全体としては微減。
・年間の需要は、地域によって多少の上振れ、下振れがあるが、全体として期初⾒通しから変更無し。

FY15実績 ：▲14%
FY16⾒通し：(最新)▲5%〜▲10%

(期初)▲5%〜▲10%

（台数） （伸率）
主要7建機 四半期別需要推移

-1% -2%
-10% -15%

-3%
+2%

+8% +7%
-5%-4%-9%

-19%
-16%-18%

-12%
-9%-8%

-1%

-30%

0%

30%

60%

90%

120%

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

FY12/1Q
FY12/2Q
FY12/3Q
FY12/4Q
FY13/1Q
FY13/2Q
FY13/3Q
FY13/4Q
FY14/1Q
FY14/2Q
FY14/3Q
FY14/4Q
FY15/1Q
FY15/2Q
FY15/3Q
FY15/4Q
FY16/1Q
FY16/2Q

⽇本 北⽶ 欧州

中国 その他 前年同期⽐

【出所】 主要7建機需要：コマツの推定

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)

2Q：▲1%
上期：▲5%
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-75%
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-25%

0%

25%

50%

75%

100%

FY12/1Q

2Q 3Q 4Q FY13/1Q

2Q 3Q 4Q FY14/1Q

2Q 3Q 4Q FY15/1Q

2Q 3Q 4Q FY16/1Q

2Q

主要7建機需要（台数） 前年同期⽐（％）

主要7建機 四半期別需要推移

80 69113 102 74

：FY07/2Q=100

（台数）（前年同期⽐）

2Q： ▲8%
上期：▲14%

油圧ショベル 需要推移(レンタル/⼀般向け)

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐▲8％。
・レンタル向けを中⼼に、新排出ガス規制関連の需要が⼀巡した影響が継続。
・年間の需要は、期初⾒通しから変更なし。

＜建設・鉱⼭機械＞主要市場の需要推移と⾒通し： ①⽇本

指数

新⾞需要（主要7建機）と建設投資

【出所】建設投資：国⼟交通省／建設経済研究所
主要７建機需要： コマツの推定
中古⾞輸出量： コマツの推定

建設投資
（兆円）

新⾞需要／
中古⾞輸出
（台数）

新⾞需要

中古⾞輸出

0

20,000

40,000

60,000

80,000

0
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'98'99'00'01'02'03'04'05'06'07'08'09'10'11'12'13'14'15'16'16

⺠間⾮住宅

⺠間住宅

政府

FY15実績 ：▲18%
FY16⾒通し：(最新)▲8％〜▲13％

(期初)▲8％〜▲13％

前年同期⽐
↓

⼀般

（台数）

▲11%
レンタル

▲5%0

4,000

8,000

12,000

FY12/1Q

2Q 3Q 4Q FY13/1Q

2Q 3Q 4Q FY14/1Q

2Q 3Q 4Q FY15/1Q

2Q 3Q 4Q FY16/1Q

2Q

レンタル
⼀般ユーザ

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)



19

0

10,000

20,000

30,000

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

FY12/1Q

2Q 3Q 4Q FY13/1Q

2Q 3Q 4Q FY14/1Q

2Q 3Q 4Q FY15/1Q

2Q 3Q 4Q FY16/1Q

2Q

主要7建機需要（台数） 前年同期比（％）

＜建設・鉱⼭機械＞主要市場の需要推移と⾒通し： ②北⽶

主要7建機 四半期需要推移

87 86 97 91

指数 ：FY07/2Q=100

（台数）（前年同期⽐）

80

セグメント別需要構成⽐(台数ベース)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY07

FY08

FY09

FY10

FY11

FY12

FY13

FY14

FY15

FY15/4-9

FY16/4-9

代理店ﾚﾝﾀﾙ

(DORF)
⼀般ﾚﾝﾀﾙ

鉱⼭・ｴﾈﾙｷﾞｰ

道路・公共

建設

その他

前年同期⽐

▲3%

レンタル

その他

▲31%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

FY04FY05FY06FY07FY08FY09FY10FY11FY12FY13FY14FY15FY16FY16

0
50
100
150
200
250

主要7建機 需要推移と住宅着⼯件数

住宅着⼯
(万⼾)

住宅着⼯件数

【出所】 主要7建機需要：コマツの推定

（台数）

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐▲12％。
・アメリカにおいて、⼀般ユーザ向けの需要は引き続き堅調に推移したものの、レンタル向けは低迷。
・カナダはエネルギー分野向けを中⼼に引き続き低迷。
・年間の需要は、期初想定を下回る⾒通し。

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

2Q： ▲12%
上期：▲12%

FY15実績 ：▲6%
FY16⾒通し：(最新)▲10%〜▲15%

(期初)▲5%〜▲10%

▲6%
鉱⼭・ｴﾈﾙｷﾞｰ

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)
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主要7建機需要（台数） 前年同期⽐（％）

＜建設・鉱⼭機械＞主要市場の需要推移と⾒通し： ③欧州

主要7建機 年度別需要推移 主要7建機 四半期需要推移
（台数）

（台数）（前年同期⽐）
53 6052

指数 ：FY07/2Q=100

主要7建機(6tｸﾗｽ除く)地域別需要

59 61

（台数）

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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16,000

FY15

(4-8⽉)

FY16

(4-8⽉)

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐+4％。
・主要市場のドイツに加え、北欧・南欧が堅調に推移。
・年間の需要は、期初⾒通しから変更無し。

【出所】 主要7建機需要：コマツの推定

FY15実績 ：+3%
FY16⾒通し：(最新)±0%〜+5%

(期初)±0%〜+5%

2Q： +4%
上期： +6%

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)
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KOMTRAX(中国) ⽉平均稼働時間推移

97 4485

指数 ：FY07/2Q=100

65121

（台数）

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐+50％。
・全国的にインフラ⼯事が進⾏し、⼀般建機の需要が伸⻑。
・年間の需要は、⾜元の需要が⾼まっていることから、期初想定は上回る⾒通し。

【出所】 主要7建機・油圧ショベル需要：コマツの推定

＜建設・鉱⼭機械＞主要市場の需要推移と⾒通し： ④中国

FY15実績 ：▲36%
FY16⾒通し：(最新) 前年並みの需要

(期初)▲20%〜▲25%

2Q： +50%
上期： +5%
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＜春節時期＞

中国：油圧ショベルの⽉別需要推移
（ミニＳ含む）
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＜建設・鉱⼭機械＞主要市場の需要推移と⾒通し： ⑤東南アジア

インドネシア： 建設・鉱⼭機械需要推移
（顧客業種別）

主要7建機 年度別需要推移
（台数）
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2Q ： +32%
上期：+6%

・2016年度第2四半期の需要は、前年同期⽐+9％。
・最⼤市場のインドネシアでは想定より需要が堅調だったことに加え、タイやマレーシアが堅調に推移。
・年間の需要⾒通しは、期初想定から変更なし。
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主要7建機 四半期需要推移

104141

【出所】 主要7建機需要：コマツの推定

FY15実績 ：▲15%
FY16⾒通し：(最新)±0%〜▲5%

(期初)±0%〜▲5%

2Q： +9%
上期： +2%

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)



23＜建設・鉱⼭機械＞鉱⼭機械の需要推移と⾒通し

鉱⼭機械 年度別需要推移

・2016年度第2四半期の鉱⼭機械の世界需要は、前年同期⽐▲1％。
・年間の鉱⼭機械の需要は、期初⾒通しから変更無し。

鉱⼭機械 四半期別需要推移

（台）
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（前年同期⽐）

【出所】 コマツの推定
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中南⽶
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前年⽐

・ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ-：525HP（D375）以上
・ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ-：810HP（WA800）以上

（台） （前年⽐）

・ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：75ｔ（HD785）以上
・ｴｸｽｶﾍﾞｰﾀ：200ｔ（PC2000）以上
・ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞ-：280HP（GD825）以上

FY15実績 ：▲16%
FY16⾒通し：(最新)▲15%〜▲20%

(期初)▲15%〜▲20%

⾒通し
(期初)

⾒通し
(最新)

2Q：▲1%
上期：▲19%
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鉱⼭機械 年度別売上⾼ （部品・ｻｰﾋﾞｽ含む）
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・2016年度第2四半期の売上⾼は、主に円⾼の影響で前年同期⽐▲18％減の907億円。
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25＜建設・鉱⼭機械＞部品の売上⾼
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・2016年度第2四半期の部品売上⾼は、前年同期⽐▲11％。
・主に円⾼の影響で部品売上⾼は減少しているが、為替影響を除くと堅調に推移。
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⽇本 3,090 1,373 44%
北⽶ 3,090 1,555 50%
欧州 1,370 653 48%
中南⽶ 2,000 950 48%
CIS 400 303 76%
中国 610 361 59%
アジア 1,660 805 48%
オセアニア 1,020 482 47%
中近東 510 163 32%
アフリカ 590 304 52%
計 14,340 6,952 48%

(億円) 4⽉公表 進捗
上期実績

（6ヶ⽉）

上期の売上⾼の進捗について
＜建設機械・⾞両の上期売上⾼＞

＜建設機械・⾞両＞
・上期の売上⾼は、地域によって多少の上振れ、下振

れがあったものの、全体として期初想定内。
尚、地域別の補⾜説明は次の通り。
 CIS： ⾦鉱⼭を中⼼に鉱⼭向け需要が増加し、

売上は拡⼤。
中近東：原油安などの影響により湾岸諸国の

需要が⼤幅に減少し、売上げは低迷。
・売上⾼の進捗率は全体で48％と例年のペース。

・通期の売上⾼の⾒通しは今回変更致しません。
下期に為替リスクや地域毎の需要の強弱という変動要因があるものの、全体として4⽉公表

値を達成できる⾒通し。
産業機械他セグメントの今後の需要については弱含み。

・上期の進捗状況については以下の通りです。

2016年度の売上⾼の進捗と⾒通し

＜リテールファイナンスおよび産業機械他＞
上期の売上⾼はほぼ社内計画通り。
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・コマツは、本年7⽉21⽇に、当社の⽶国における完全⼦会社であるコマツアメリカ株式会社を通じて、「ジョイ・
グローバル社」の買収を⾏う予定であることを公表しました。

・本年10⽉19⽇(現地時間)には、ジョイ・グローバル社の臨時株主総会において、本買収に関する合併契約の承認が
⾏われました。

・今後、関連する国において競争法に基づき必要となる承認取得を経た上で、本買収を完了する予定です。

ジョイ・グローバル社買収に関する同社株主総会の承認取得に関するお知らせ

[写真:コマツ ⼤橋社⻑(左)とジョイ・グローバル社 Doheny社⻑]
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コマツ 経営管理部

【業績予想の適切な利⽤に関する説明、その他特記事項】
前述の将来の業績予想に関する予想、計画、⾒通しなどは、現在⼊⼿可能な情報に基づき当社の経営者が合理的と判断したものです。実際の
業績は様々な要因の変化により、本資料の予想、計画、⾒通しとは⼤きく異なることがありうることをあらかじめご理解ください。そのよう
な要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、および国内外の各種規制ならびに会計基準・慣⾏等の変更な
どが考えられます。

TEL: 03-5561-2687
FAX: 03-3582-8332
http://www.komatsu.co.jp/

・コマツは、運転室を無くした全く新しいコンセプトの無
⼈専⽤運搬⾞両「Innovative Autonomous Haulage 
Vehicle」を、⽶国ラスベガスで本年9⽉に開催された鉱
⼭機械⾒本市「MINExpo INTERNATIONAL® 
2016」において実機展⽰しました。
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参考資料
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売上⾼（億円）

¥/USD
¥/EUR
¥/RMB

13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q
97.3 98.6 99.7 102.7

126.4 129.9 135.1 139.9
15.8 16.1 16.3 16.9

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q
102.5 102.8 114.1 119.2
140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q
109.8 102.9
124.3 114.6

16.9 15.4

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q
121.3 122.6 121.2 118.0
133.0 136.2 132.3 128.0

19.6 19.5 19.0 17.9

15% 19% 21% 20% 17% 21% 21% 24% 22% 23% 23% 29% 23% 25%
23% 20% 21% 22% 22% 18% 16% 17% 15% 13% 13% 14% 15% 15%
15% 13% 9% 16% 13% 12% 12% 11% 10% 9% 8% 9% 10% 8%

47% 47% 49% 42% 48% 49% 51% 48% 53% 55% 55% 48% 52% 52%
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FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q FY16/1Q 2Q 3Q 4Q

部品その他 鉱⼭機械本体 ⼀般建機本体(戦略市場) ⼀般建機本体(伝統市場)売上⾼構成⽐

セグメント利益（億円）（億円）

489 493 558 756 532 551 510 516 424 407 414 443 263 312
11.9% 12.1% 13.4% 15.2% 12.9% 13.2% 11.8% 11.0% 10.8% 10.7% 9.9% 10.8%

7.6%
8.8%
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セグメント利益 売上⾼セグメント利益率 戦略市場売上構成⽐

【参考資料】
＜建設機械・⾞両＞四半期毎の売上⾼とセグメント利益の推移

4,119 4,073 4,175 4,962 4,118 4,167 4,338 4,673 3,923 3,805 4,174 4,116 3,451 3,534 
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3,000
4,000
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6,000

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q FY16/1Q 2Q 3Q 4Q

2015年度まで建設機械・⾞両セグメントに含まれていたリテールファイナンスを、2016年度より事業セグメントとして独⽴致しました。
2013年度以降も遡及して組替表⽰しております。
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【参考資料】
＜建設機械・⾞両＞ 四半期毎の地域別売上⾼（外部顧客向け）

658 830 950 959 
653 852 923 852 675 800 812 788 596 777 
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686 766 1,007 

758 
829 

1,051 1,062 

756 
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612 646

738
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582 500
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185 
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143 

119 
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131 112 

156 
147 393 

292 
376 
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334 
252 
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216 

186 131 

164 214 

187 173 

475 435 
430 

581 

549 
480 

513 
563 

526 465 

479 424 

402 403 

451 380
304

333

347
341

315
293

256 281

269 262

240 241

136 136 90

191

157
148

113

188

172 140

146 127

91 71

249 243 281

308

293
250

283

291

237 203

175 208

154 149

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 3Q 4Q FY16/1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

アフリカ

中近東

オセアニア

アジア

中国

ＣＩＳ

中南⽶

欧州

北⽶

⽇本

4,0414,024 4,135 4,294
4,642

¥/USD

¥/EUR

¥/RMB

為替
レート

3,889

13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q
97.3 98.6 99.7 102.7

126.4 129.9 135.1 139.9
15.8 16.1 16.3 16.9

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q
102.5 102.8 114.1 119.2
140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q
109.8 102.9
124.3 114.6

16.9 15.4

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q
121.3 122.6 121.2 118.0
133.0 136.2 132.3 128.0

19.6 19.5 19.0 17.9

3,780
4,121 4,084

3,434

2015年度まで建設機械・⾞両セグメントに含まれていたリテールファイナンスを、2016年度より事業セグメントとして独⽴致しました。
2013年度以降も遡及して組替表⽰しております。

4,0194,101

4,812

3,518
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【参考資料】
＜リテールファイナンス＞ 四半期毎の売上⾼とセグメント利益の推移

セグメント利益
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24.7%
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売上⾼セグメント利益率

¥/USD

¥/EUR
¥/RMB

為替
レート 13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

97.3 98.6 99.7 102.7
126.4 129.9 135.1 139.9

15.8 16.1 16.3 16.9

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q
102.5 102.8 114.1 119.2
140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q
109.8 102.9
124.3 114.6

16.9 15.4

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q
121.3 122.6 121.2 118.0
133.0 136.2 132.3 128.0

19.6 19.5 19.0 17.9
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【参考資料】
＜産業機械他＞ 四半期毎の売上⾼とセグメント利益の推移

セグメント利益

8

39
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31
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32 42 44
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17 23
2.0%
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*1
*1 コマツNTCにおけるワイヤソー在庫に係る損失を含む（FY13/3Q：▲76億円、FY13/4Q：▲32億円）

¥/USD

¥/EUR
¥/RMB

為替
レート 13/1Q 13/2Q 13/3Q 13/4Q

97.3 98.6 99.7 102.7
126.4 129.9 135.1 139.9

15.8 16.1 16.3 16.9

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q
102.5 102.8 114.1 119.2
140.9 137.7 142.8 136.9

16.4 16.6 18.5 19.0

15/1Q 15/2Q 15/3Q 15/4Q
121.3 122.6 121.2 118.0
133.0 136.2 132.3 128.0

19.6 19.5 19.0 17.9

16/1Q 16/2Q 16/3Q 16/4Q
109.8 102.9
124.3 114.6

16.9 15.4

*1
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【参考資料】
鉱⼭機械（本体） 受注／売上指数（6ヶ⽉）
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【参考資料】
産業機械 受注／売上指数（6ヶ⽉）
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